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【外部参加者に対するアンケート結果】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(ｲ) 課題 
      実験・体験の内容について、まずは高校生が楽しめて、さらに小学生から大人までが楽

しむことができる題材を探すことは容易ではない。今年度は特に注意が必要な薬品等は使
用しなかったが安全面を十分に考慮する必要がある。あまり時間・費用がかからず、内容
が難しすぎないような実験・体験の内容をこれからも考えていかなければならない。 

 
 
(2) 高校生による青少年のための科学の祭典 

①ねらい（仮説） 
(ｱ) 科学実験教室やサイエンスショー等を行うことにより、小中学生の科学に対する興
味・関心を高め、科学的な見方や考え方を育むことができる。また、本校生徒自身の科
学に対する興味・関心や科学的な知識を深めると共に、科学の知識をもたない人に対し
て科学的な内容をわかりやすく説明する能力やコミュニケーション能力を養うことがで
きる。 

(ｲ) 小中学生やその保護者に対して、本校のSSHで行っている取組について知ってもらうこ
とで、地域に対してSSH事業の普及を図る。 

 
②概要（実践） 
(ｱ) 日時    平成28年8月5日（金） 12：00～16：00 
(ｲ) 場所    金沢玉川こども図書館 
(ｳ) 参加生徒  化学部員3名 
(ｴ) 内容 

金沢市近郊の小中学生を対象に、本校化学部の生徒が「スライドガラスを鏡にしよう」
の実験企画、運営、指導を行った。来場数は約1,000名。 

 
③検証 

      (ｱ) 成果 
         参加者の小中学生に対する説明には、工夫や配慮が必要である。理論などを相手にあ

わせてわかりやすく伝え、年代の異なる人々とのコミュニケーションをとることができ
た。また、地域の小中学生に、科学の面白さを伝えることができた。 

(ｲ) 課題 
       実行委員によりある程度参加児童の整理ができていたとは言え、生徒たちは祭典中の

４時間、ほとんど休憩をとることができなかった。 
 
(3) 地域の科学財団や小中学校との連携 

金沢こども科学財団のような地域の組織や小中学校の科学クラブなどと連携し、金沢泉丘サ
イエンスグランプリの共同開催や研究発表会への参加、SSH事業の本校生徒による説明・紹介・
質疑応答、「志」や夢を語る場を設ける。 

 
(4) SSH事業への卒業生の関わりで｢志｣を連鎖させ高める取組 

第3期では卒業生にはサイエンスツアーなどの機会に現役生の発表・懇談に参加してもらった。
また、アンケートによる情報提供を受けてきた。次期では、卒業生のネットワークを確立する
こと、生徒が企画するSSH事業に参画・支援したり、科学技術系コンテストのサポートや課題研
究でアドバイスすることなど、卒業生が現役生と交流しSSH事業へのフィードバックを行うシス
テムや場をつくる。それにより、｢志｣を引き継ぎ、先輩に続いて持続的に｢高い志｣を持つ人材
の輩出をはかる。 
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 (5) 上・下級生との相互作用で｢志｣を連鎖させ高める取組 
現在、2年生の発表会に対して、1年生が6月・11月・12月・2月、3年生が7月に参加し、1年生

の3月の発表会には2年生が参加して、質疑応答やアドバイスを行っている。次期では、それぞ
れの発表会でフリーディスカッションや懇談の時間を設けたり、3年生が行った課題研究を1年
生が3年生のアドバイスを受け追実験するなど、縦のつながりを強め｢志｣を語り、受け継ぐ場を
つくることに取り組む。 

 
(6) 大学との接続を意識した理数授業での数式や専門用語の扱い 

   卒業生から指摘のある、高校と大学での数式表記（ベクトルや時間微分など）の違いや専門
用語の英語表記（運動方程式など）などについて、課題研究などで関わる多数の大学教員と情
報交換・共有をはかる。授業改善に活かすとともに、他校への普及に取り組む。 

 
 

④ 実施の効果とその評価 
 
１「高い志」を醸成する指導法の開発について 
（a）役割の違う3種類のルーブリック（ビジョン、長期、短期）の活用 

1年生では入学当初の生徒・保護者説明会において、ビジョンルーブリックを示しながら、
本校ＳＳＨ事業の目標を生徒・教員・保護者とも共通認識を持つ場を持った。また第3期の最
終学年の2年生にも、機会をとらえてビジョンルーブリックや長期ルーブリックを示し、「高
い志」を持つよう意識させた。1年生には、ビジョンルーブリックだけでなく長期ルーブリッ
クで現時点の到達してほしいレベルを示しながらSSH事業の取組をスタートさせた。これまで
各プログラムを通して、「高い志」を意識する生徒が増えていることが確認されている。 

 
（b）生徒の主体的な活動の場の新設と運営方法の開発 

iStudio（アクティブラーニング専用特別教室）を特別講義や課題研究のテーマ設定、サイ
エンスツアーの事前学習など様々な場面で活用し、生徒の主体的協働活動を引き出している。
全体では今年度は延べ約850時間の使用があり、１日当たり３～４時間と予想以上に活用され
成果を上げている。SSHプログラムに関して約220件（25％）の使用率であった。使用形態は多
岐にわたり、机の組み換えや移動、人の移動などがスムーズで、協働活動はもちろん講義や発
表会にも適している。今後も使用方法の開発などアクティブラーニングの先進事例の開発に欠
かせない教室である。 

 
（c）｢高い志｣の源流に触れる取組 

県教委や大学が開くノーベル賞受賞者の講演会（天野浩氏、梶田隆章氏、ジャン＝ピエール・
ソヴァージュ氏）を積極的に活用し、年間計3回、延べ約130名の生徒が参加した。また大学主
催の各種の研修会（イノベーティブな思考法）も予想を上回る参加希望者が集まり、高校レベ
ルを超えた研究や活動に触れたい、という「高い志」が見られた。 

特別講義やサイエンスツアーで出会う大学教授や研究者に、今に至る経緯やきっかけに触れ
ていただいた。一直線で今の研究につながっている研究者は少ないが、それでも常に前向きに
考えて進んでいることに生徒は感銘を受けたり、勇気づけられていた。これをきっかけとして、
これまで興味のなかった分野への関心が高まり、幅広い分野への学習を意識した生徒が半数以
上みられた。 

   金沢工業大学での実習に関して、大気圧測定の歴史についても学習した。科学史に関する  
内容は関心も高く、外部講師の講義と連携した取組にするとさらに内容に広がりと深みが出る。
今後もぜひ開発していきたい。 

    
（d）SSH委員（生徒）によるSSH事業の企画・交渉・運営 

CS学際科学で実施した大学教授の特別講義や実習に対して事前学習で調べる内容や質問事
項の集計を行ったり、課題研究の口頭発表会や英語ポスター発表会で当日の司会・計時などを
英語で行うなど、企画運営をSSH委員（生徒）が行う機会を設定した。質疑応答の積極性など
の面で、こうした経験の少ない生徒との違いがはっきり見られている。これまで以上に生徒SSH
委員が関与する場面を作り、 

 
 
２「未来を切り拓く資質・能力」の育成法の開発について 

今年度に関しては第4期1年目であるため、第3期と第4期の取組が並行して行われている。標記の開
発については以下の3つの取組がそれにあたる。 
（1）課題研究を軸にした主体的探究活動 
（2）課題研究をサポート、活用するためのCSプログラムの開発と普通科への普及 
（3）国際性の育成に関する取組 
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4期目の対象となる1年生に対するプログラムは、理数科ではAI課題研究Ⅰ、CS学際科学、CS人間科学、
普通科ではSG思考基礎である。 

  それぞれのプログラムの成果や評価については③の３の中で触れられているので、ここではプログ
ラム全体に関する成果と評価について述べる。 

 
(1)1年普通科 
  SG思考基礎の中で年間で12時間程度、SSHで開発した授業、教材を用いて１年普通科に課題研究に
必要な基礎知識やスキル、視点、科学的思考、科学的テーマのディベートやその準備などについて、
理科・情報・公民の教員がＴ．Ｔ．で指導にあたった。昨年度試行していたこともありスムーズに実
施できている。今年、2年普通科文型の生徒が、SSHの企画「森本富樫断層帯と防災」を利用して課題
研究を実施した。そのグループが校内の選抜を勝ち抜き、県の発表会で口頭発表するなど、普通科の
生徒にも確実に効果が広がっている。 

 
(2)1年理数科 
  特に「高い志」の醸成について取り組んできた。1年目の試行錯誤の時期であり、これまでと特に
変わらないように見えたが、アンケート（2月）ではこの1年の間に「高い志」を意識していた生徒が
57％であった。今後さらに高くなることが予想されるが、日々の取組の中で生徒教員とも意識を持つ
ことが大切となる。 

 
(3)2年普通科 
  来年度から実施される『SS課題研究Ⅰ』を『NS探究α』の中で実施した。普通科各クラスの物・化・

生の担当者が各約10時間を担当し、1度目の実験から生徒自ら課題を発見し、2度目の実験をデザイン
して探究させるものである。今年度は、各科目でより探究的な内容になる実験例を探った。例えば、
物理では「歩行の実験」、「反発係数の測定」、「音速の測定」、化学では「電気分解とファラデー
の法則」、「金属イオンの検出」、生物では「カタラーゼの反応速度」、「DNAの抽出」などであっ
た。生徒の反応は非常によく、2度目の実験も積極的に取り組み、レポートを丁寧に作成する姿が見
られた。 

 
(4)2年理数科 
  2月の課題研究英語ポスター発表をゴールとして、課題研究の内容のレベルアップと英語での質疑
応答力育成に取り組んできた。ともに、北陸先端科学技術大学院大学との連携（大学教員のサポート、
大学院留学生とのディスカッション）や海外研修の内容見直しで、生徒が自信を持って発表する様子
が見られた。長年発表会に参加している運営指導委員からも、同様の評価をいただいた。課題研究と
学校設定科目や各プログラムとのつながりや、外部機関との連携にある程度道筋がついてきている。 

 
 
３ 人材を｢持続的に育成・輩出｣する指導法の開発について  
(1)生徒自身の企画・運営・交渉による小中学生対象の理科教室開催 

1年理数科生徒が理科教室を企画運営し、小中学生など約800人に対し実験を指導・演示した。 
（P41参照） 

 
(2)地域の科学財団や小中学校との連携 

金沢こども科学財団と２年目となる科学グランプリ（『テラフォーミング 惑星を踏破せよ！』）
を2月11日（土）に開催し、中学生7名とその保護者等へ、「高い志」の醸成や小中学生年代からの育
成を目指していることなど、ＳＳＨ事業の普及、啓蒙活動を行った。 

 
(3)高校生による科学の祭典への参加 

石川県高文連主催の『高校生による青少年のための科学の祭典』へ化学部が参加した。（P41参照） 
 
(4) SSH事業への卒業生の関わりで｢志｣を連鎖させ高める取組 

理数科卒業生をサイエンスツアーでの発表会や本校での卒業生と語る会に招き、理数科1、2年生に
対してファシリテータとして発表の聞き役や指導役となり、交流を深めた。 

 
(5) 上・下級生との相互作用で｢志｣を連鎖させ高める取組 

理数科2年生の課題研究発表会（テーマ発表会、中間発表会、日本語口頭発表会、英語ポスター発
表会）に理数科1、3年生や普通科1年生が参加し、学年や科を超えた交流を促進した。 
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４ 保護者を対象としたアンケートについて 
  3年生の保護者に3年間のSSH事業について評価してもらった。各プログラムについて、“大変良か

った”、“良かった”の評価が84％であった。記述評価には、生徒の変容の理由をSSH事業として
いるものが多く、今後のSSH事業の継続を望む声が多い。以下、記述評価の抜粋。 

  ・毎日の学習と部活動に加え、他のクラスにはないSSHの取組みは大変だったかもしれないが、こ
れから先、大学へ進学し、実験・実習・研究を重ねていく上で“思考力”の基礎を身につけると
ても良い経験になったのではないかと思う。 

  ・一般的な知識の習得ではなく、一つ先の大学、社会、世界へと視野を広げる機会に恵まれとても
良い事業だと思う。学習の場を校内にとどまらず広い世界におくことで、同じことを学ぶにして
もより深い多角的な理解を得ることができるし、出会う事の出来た多くの先生方も幅広くこれか
らの未来を創る子供たちに広い世界の扉を開いてくれたと思う。 

 
 

⑤「校内におけるSSHの組織的推進体制」について 
１ 校務分掌上の位置づけ 

本校では第2期目以降、SSHを担当する校務分掌としてSSH推進室がつくられている。専任教員は6
名（理科3人、英語1人、実習助手2人）で、兼任として理数科担任3人が所属する。週1回のSSH推進
室の会議の時間を時間割に入れて、検討・連絡を密にしている。SSH事業は部活動や普通授業と重な
ることが多く、教員間の共通理解が不可欠だが、校長以下管理職の指導とこれまでの積み重ねで協
力体制が得られている。さらに、本校は昨年度からSGHにも指定され今年度からSGHでも課題研究を
実施しているため、副校長、教頭、主幹教諭、SSH推進室主任、SGH推進室主任で構成されるSSGH会
議を設置している。また実際に企画・立案にあたるSSGHプロジェクトチームやアクティブラーニン
グに関する取組を担当するアクティブラーニング推進チームがある。 
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２ 教員間の共通理解の構築 
設定科目『CS人間科学』『CS学際科学』『コスモサイエンスⅡ』『サイエンス・イングリッシュ』で

は数学、理科だけでなく、地歴公民、家庭、保健体育、国語、英語の教員が担当し、授業内での特
別講義の企画運営にも携わっている。また今年度はSSH事業の一部（特別講義や大学実習等など）を
進路指導課・学年会とﾀｲｱｯﾌﾟして行った。普通科生徒への拡大をはかるとともに、引率や運営など
の業務もSSH担当者以外の教員に多数担当してもらい、事業の内容や生徒の変容を共有している。ま
た、毎月の職員会議で前月の結果や次月の予定を示したり、特別講義・実習案内を掲示して周知し
ている。職員へのｱﾝｹｰﾄでは80％が、「学校全体の取組になっている」と回答しており、SSH活動を肯
定的にとらえている教員が多い。今後、さらに各教員のSSH事業における役割分担を明確にし、より
スムーズで密な情報交換・共有ができるシステムを作っていく。 

 
 
⑥ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及 
 
１「高い志」を醸成する指導法の開発について 
 

・生徒のアンケート記述から生徒の意識に変化は見られるものの、変容の数値化やルーブリックの文
章の妥当性についてはまだ確定されていない。今後、外部専門家の評価や大学接続に関する他校と
の検討結果も取り入れ、短期的、中長期的見直しを重ねていかなければならない。 

 
・フューチャーラボについては、備品類など器具や過去の論文や科学技術系コンテストに関する資料

などの整備が不十分である。現在、理数科生徒が科学コンテストの論文づくりや科学の甲子園の準
備に利用しているが、今後、普通科生徒にもより使いやすい環境にしていく必要がある。 

 
・科学史の教材開発について十分には取り組めなかった。特に普通授業の中での取組はまだ十分では

ない。様々な教科・科目の中での取り扱いを求めていく必要がある。 
 
・生徒の主体的活動の機会が積極性や能動性に良い影響があることを多くの教員が指摘している。SSH
委員の生徒が企画運営交渉する場面を今年度より多く作りたい。 

 
・来年度から2年普通科理型でも課題研究が始まる。生徒の自主的研究活動、ならびにその支援体制

については、フューチャーラボの活用などのハード面、教員のサポートなどのソフト面とも充実さ
せる必要がある。 

 
 
２「未来を切り拓く資質・能力」の育成法の開発について 
 
・普通科課題研究では、1時間目に見つけた課題について2時間目に各グループで実験をデザインさせ、
探究活動をさせる予定である。この手法は、生徒が0から課題を自分たちで決めるのではなく、一
定程度教員が枠を決めることになる。課題研究のテーマ設定の自由度をどこまで確保するかについ
ては、大きな課題である。特に後半で実施予定の各グループごとの研究では、既習範囲にテーマを
限定する予定である。調べ学習にならず、実現可能でかつ研究として意味のあるテーマ設定の方法
を考えていかねばならない。この点は注意深く扱っていく必要がある。 

 
・普通科課題研究について、今年度の試行段階では理科の教員の持ち時間が増えることになった。教
員にとって負担感のない運用方法が課題である。3年生の受験指導など、理科の中でも科目によっ
て、また教員によって持ち時間の増減の時期にばらつきがある。これを利用して、運用によって負
担が一時期に偏らないようにするのが課題である。 

 
・実験の回数が増え、生徒が薬品を扱う機会も多くなった。白衣の購入など安全管理についても継続

する必要がある。逆に生徒に安全管理を身に着けさせる機会ととらえ、実施していきたい。 
 

・理数科の課題研究では、大学との連携を持続させる方法や高校教員の専門外分野であっても担当で
きるシステム作りが課題である。今年度、物理の教員が生物分野（大腸菌の培養やタンパク質の電
気泳動）を担当した。これは大学教員のサポートがあったため可能となった。高校教員の専門分野
であっても先端的なことはなかなかわからないことが多い。その際大学教員とのつながりで、指
導・アドバイスをもらったり、専門家を紹介いただくなどの道が開けることがわかった。さらに学
会を紹介してもらったり、学会での発表のアドバイス、優秀な生徒の更なるレベルアップなど、高
校の中ではなかなか見えないアカデミックな世界とも割と簡単につながることができる。今後もぜ
ひ活用していきたいと考えている。 
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・これまで、理数科の課題研究は2年生の英語ポスター発表をゴールと考え、取り組んできた。今後
の高大接続の進展や3年生で外部での英語発表を視野に入れた場合、英語の発表や論文作成、実験
ノート作成を個人で行う必要がある。個人の成果物や経歴として示すことができる形も模索し、ル
ーブリックの研究やポートフォリオの内容の検討を始めなくてはいけない。 

 
 
３ 人材を｢持続的に育成・輩出｣する指導法の開発について  
 
 ・卒業生の活用や追跡、情報収集に関しては、まだまだ不十分である。アンケート回収率の低さもあ

るが卒業生同士のネットワークを利用などを考えたい。 
 
 ・地方では大学の密度が低く、連携に困ることが多い。企業との連携という意味で、「社会との

共創」の面からの取組ができないか、検討中である。企業側のニーズを掴みつつ、課題研
究や特別講義・実習での活用が可能か探っていきたい。 

 
 ・科学財団との連携は軌道に乗り、年間の開催回数を増やせないか検討している。小中学校

との連携について、科学部などの部活動を利用した活動ができないか模索中である。 
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❹    関係資料関係資料関係資料関係資料    
Ⅰ 教育課程表 
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Ⅱ 理数及び総合的な学習の時間『AI プロジェクト』（課題研究） テーマ一覧 

 
 

班 研究テーマ 研 究 内 容 メンバー 
担当 

（教科） 

１ 土壌と植物の生長との関係 
土壌中の微生物に着目して、植物の生長

に最も適切な土壌を検討する。 

粟森 雅、袖明日香 

別宮ノエル 

西岡 登 

（理科） 

２ 
野菜の鮮度測定方法の開発

及び鮮度保持方法の研究 

野菜の鮮度測定方法を確立し、処理温度

、保存温度などの観点から、新たな鮮度

保持方法の開発を目指す。 

小田郁久美、山口 洵 

常田知希、中田健誠 

笠田茉里 

（理科） 

３ 

高等学校の実験環境におけ

る大腸菌を用いた HSP（ﾋｰﾄｼ

ｮｯｸﾌﾟﾛﾃｲﾝ）の検出 

高等学校の実験室で、ある特定のタンパ

ク質を大腸菌から抽出し、検出する実験

系を構築する。 

加藤晴香、伊藤浩人 

寺下岳利、由井嵩朗 

米口一彦 

（理科） 

４ 
酸化亜鉛による色素増感太

陽電池の半導体の代替 

従来の色素増感太陽電池を、より低コス

トなＺｎＯを材料として作成することを

試みた。 

德田 駿、三宅嶺温 

西尾春人、渡會裕大 

角野裕之、長舩陽介 

向井 愛 

（理科） 

５ 

土砂災害モデルを用いた

“対”地すべり防災方法の再

現 

土砂災害モデルを用いて実際の地すべり

防災機構を再現し、最適な防災方法を考

察する。 

沖野翔太郎、荻野恭輔 

金子 舜、佐藤慶暉 

宮田理央 

福岡光輝 

（理科） 

６ 
倍音と弦の状態の関係につ

いて 

弦の張力などの状態と、倍音の多寡との

関係を見つけて一般化する。 

薄田 凌、砂山風磨 

西山友真、矢野 凌 

久保出将司 

（数学） 

７ 
ボロノイ分割を活用した避

難所の考察 

ボロノイ分割を活用した避難所の配置を

考えることによって、既存のハザードマ

ップとの比較からより適切な避難所の配

置を考察する。 

柿原拓一郎、松本 遼 

山谷昂平 

板坂純理 

（数学） 

８ 

組合せ最適化による東京オ

リンピックの観客輸送等の

問題解決 

東京オリンピックにおける問題を最適化

問題としてとらえ定式化し最適解を求め

る。 

北川周哉、木下颯馬 

髙橋諒弥、谷口和弥 

堀聡一郎 

川本洸平 

（数学） 

９ 
Twitterを用いた人気アカウ

ント分析 

Twitter上の人気アカウントの傾向や特

徴をデータから調べ出す。 

大野諒英、柿本理一 

小林賢太朗、新保幸輝 

丹羽剣竜、物部優太 

近岡岳則 

（数学） 
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Ⅲ 校内アンケート調査結果の分析 

平成28年度 生徒アンケート集計結果 （注）表中の数字は人数を表す 

 

【【【【1111 年理数科】年理数科】年理数科】年理数科】    
1 年理数科 40 名を対象に、7 月と 2 月に実施した。回収率は 7 月 77.5%（31 人/40 人）、2 月 92.5%

（37 人/40 人）であった。 
 
１１１１    学校設定学校設定学校設定学校設定科目および野外実習についての評価（大変良かった科目および野外実習についての評価（大変良かった科目および野外実習についての評価（大変良かった科目および野外実習についての評価（大変良かった、良かった、あまりよくなかった、、良かった、あまりよくなかった、、良かった、あまりよくなかった、、良かった、あまりよくなかった、
よくなかった、わからない）をよくなかった、わからない）をよくなかった、わからない）をよくなかった、わからない）を記入してください。記入してください。記入してください。記入してください。（（（（2222月）月）月）月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
２２２２    以下の以下の以下の以下のSSHSSHSSHSSH事業について良かったと思う理由を書いてください。（事業について良かったと思う理由を書いてください。（事業について良かったと思う理由を書いてください。（事業について良かったと思う理由を書いてください。（2222月）月）月）月）    
〔〔〔〔CSCSCSCS学際科学〕学際科学〕学際科学〕学際科学〕    
○即興でレポートをまとめたりプレゼンをしたりするいい練習となったから。また、いつもテーマ

がかわり種でおもしろかったから。 
 
〔白山野外実習〕〔白山野外実習〕〔白山野外実習〕〔白山野外実習〕 
○知識を深められたし、クラス全員で登山をするという貴重な経験ができた。事前学習や事後学習

も含め、理数科の野外実習として非常に有意義な行事であったと思う。 
 
〔つくばサイエンスツアー〕〔つくばサイエンスツアー〕〔つくばサイエンスツアー〕〔つくばサイエンスツアー〕 
○興味のあるなしに関わらず科学のいろんな事を知れたから。自分のやりたいことも考える機会と

なった。 
○プレゼン力が足りないことなどが分かり、今後の課題を発見できた。また実際に今、進められて

いる実験について見ることができたため。 
 
３３３３    高校に入学してからこれまでの間で、（将来についての）志について考えたことはありま高校に入学してからこれまでの間で、（将来についての）志について考えたことはありま高校に入学してからこれまでの間で、（将来についての）志について考えたことはありま高校に入学してからこれまでの間で、（将来についての）志について考えたことはありますか。すか。すか。すか。
ある場合は、いつ、どのような場面でどんな風に考えある場合は、いつ、どのような場面でどんな風に考えある場合は、いつ、どのような場面でどんな風に考えある場合は、いつ、どのような場面でどんな風に考えたかたかたかたかできできできできるだけ具体的に書いてください。るだけ具体的に書いてください。るだけ具体的に書いてください。るだけ具体的に書いてください。    

（（（（7777 月）月）月）月）    
○化学が面白くなって薬学をやりたいと思うようになった。もともと化学は好きだったが、高校に
入ってより楽しくなった。 

○まだ具体的でないので困っている。 
○警察24時とかを見ていて、自分の好きな理科系の面で警察などの正義感の強い仕事で役に立ちた

いです。だから科捜研or科警研がすごくかっこいいと思います。 
（（（（2222月）月）月）月）    
○いろいろな大学に研修にいくなどして、具体的に研究者の仕事などを考えられた。また、つくば

ではどのように研究が社会に役に立っているか分かった。 
○入学してからずっと薬学関係の道へ進みたいと思っていたが、別の方向からアプローチできるか

もしれない、とサイエンスツアーを通して考えました。 
○金沢医科大学で講義を受け、海外留学に関しての話を聞いた時、留学も視野に入れようと思いま

した。 
 
４４４４    今年度のＳＳＨ事業の中で、一番よかったと思う物を今年度のＳＳＨ事業の中で、一番よかったと思う物を今年度のＳＳＨ事業の中で、一番よかったと思う物を今年度のＳＳＨ事業の中で、一番よかったと思う物を    
選選選選んでんでんでんでください。ください。ください。ください。（（（（2222月）月）月）月）    

 
 
 
 
 

①CS学際科学, 

1, 3%
②人間科学, 

0, 0%

③白山野外実習, 

6, 16%

④つくばサイ

エンスツアー, 

30, 81%

⑤その他, 0, 

0%

今年度のSSH事業で一番よかったと思うもの

 
 

CS学際科学 1 

人間科学 0 

白山野外実習 6 

つくばサイエンスツアー 30 

その他 0 

大変良

かった, 

18, 49%

良かった, 

17, 46%

あまりよくなかっ

た, 2, 5%

よくなかった, 

0, 0%

わからない, 0, 

0%

①CS学際科学

大変良

かった, 

12, 33%

良かった, 19, 

51%

あまりよくな

かった, 2, 5%

よくなかっ

た, 4, 11%

わからない, 

0, 0%

②人間科学

大変良

かった, 

25, 67%
良かった, 11, 

30%

あまりよくな

かった, 1, 3%

よくなかった, 

0, 0%
わからない, 0, 

0%

③白山野外実習

大変良かった, 

36, 97%

良かった, 

1, 3%

あまりよくな

かった, 0, 0%

よくなかった, 

0, 0%

わからない, 0, 

0%

④つくばサイエンスツアー

①CS学際科学, 

1, 3%
②人間科学, 

0, 0%

③白山野外実習, 

6, 16%

④つくばサイ

エンスツアー, 

30, 81%

⑤その他, 0, 

0%

今年度のSSH事業で一番よかったと思うもの
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【【【【2222 年理数科】年理数科】年理数科】年理数科】    
2年理数科40名を対象に7月と2月に実施した。回収率は7月92.5%（37人/40人）、2月97.5%（39人/40
人)であった。 
 
１１１１    学校設定学校設定学校設定学校設定科目および野外実習についての評価（大変良かった科目および野外実習についての評価（大変良かった科目および野外実習についての評価（大変良かった科目および野外実習についての評価（大変良かった、良かった、あまりよくなかった、、良かった、あまりよくなかった、、良かった、あまりよくなかった、、良かった、あまりよくなかった、
よくなかった、わからない）をよくなかった、わからない）をよくなかった、わからない）をよくなかった、わからない）を記入してください。記入してください。記入してください。記入してください。（（（（2222月）月）月）月）    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
２２２２    以下の以下の以下の以下のSSHSSHSSHSSH事業について事業について事業について事業についてよよよよかったと思う理由を書いてください。（かったと思う理由を書いてください。（かったと思う理由を書いてください。（かったと思う理由を書いてください。（2222月）月）月）月） 
〔コスモサイエンスⅡ〕〔コスモサイエンスⅡ〕〔コスモサイエンスⅡ〕〔コスモサイエンスⅡ〕    

○実験を組み立て、自分達で考えたりすることや、講演を聞くのが自分のためになったと感じたから。 

○普段の授業ではしない実験をできて楽しかったから。 
    
〔サイエンス・イングリッシュ〕〔サイエンス・イングリッシュ〕〔サイエンス・イングリッシュ〕〔サイエンス・イングリッシュ〕 
○英語で話して伝えようという力がついてきたことが自分でも実感できたから。 

○ALT の先生と英語で喋ることで、積極性を身につけることができた。アメリカ研修の良い練習にもな

ると思う。 
 
〔〔〔〔AIAIAIAI プロジェクト〕プロジェクト〕プロジェクト〕プロジェクト〕    

○今まで与えられたことしかやってこなかった中で、自分たちで課題を見つけ、能力を高めることがで

きた。 

○高校では学ぶことができない、専門的な知識を体感して学ぶことができた。また、プレゼンの資料作

成、発表、質疑応答など幅広いスキルを得られた。 
 
〔人間科学〕〔人間科学〕〔人間科学〕〔人間科学〕    
○外部の人の講義をきくことができたから。 
    
３３３３    高校に入学してからこれまでの間で、（将来についての）志について考えたことはありま高校に入学してからこれまでの間で、（将来についての）志について考えたことはありま高校に入学してからこれまでの間で、（将来についての）志について考えたことはありま高校に入学してからこれまでの間で、（将来についての）志について考えたことはありますか。すか。すか。すか。
ある場合は、いつ、どのような場面でどんな風に考えある場合は、いつ、どのような場面でどんな風に考えある場合は、いつ、どのような場面でどんな風に考えある場合は、いつ、どのような場面でどんな風に考えたかたかたかたかできできできできるだけ具体的に書いてください。るだけ具体的に書いてください。るだけ具体的に書いてください。るだけ具体的に書いてください。    

（（（（7777 月）月）月）月）    
○SSHの活動で様々な分野を学ぶにあたって、どんな時でも結局は化学が最も好きだと思ってしま

い、更に化学者になるという目標達成のために努力したいと考えた。 
○講義を聞き、多方面の話に興味を持つようになったこと。 
○地震や噴火、土砂災害などの報道を見て、地学について勉強したいと思った。そのことによって
苦しむ人が減ったらよいと考えた。 

（（（（2222月）月）月）月）    
○物理チャレンジやつくばサイエンスツアーを通して、目的のために実験をデザインし、実行する

というような作業を将来してみたいと思った。 
○小学校から研究者になるという目標は変わっていないが、AIプロジェクトで行き詰り、壁に当た
った際に、果たして自分は本当に研究者としてやっていけるかと振り返ることは多くあり、自分
の志について深く考える機会が多くあった。 

○アメリカから帰ってきて、自分のできることはなにか、何をしたいか、何のために生きたいのか
を考えました。 

 
４４４４    今年度のＳＳＨ事業の中で、一番よかったと思う物を今年度のＳＳＨ事業の中で、一番よかったと思う物を今年度のＳＳＨ事業の中で、一番よかったと思う物を今年度のＳＳＨ事業の中で、一番よかったと思う物を    
選選選選んでんでんでんでください。ください。ください。ください。（（（（2222 月月月月））））    単位（人）    

 
 
 
 
 
 
 
    

コスモサイエンスⅡ 4 

人間科学 1 

サイエンス・イングリッシュ 6 

AIプロジェクト 20 

海外研修（参加者のみ） 8 

その他 0 
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今年度のSSH事業で一番よかったと思うもの
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【【【【3333 年理数科】年理数科】年理数科】年理数科】    

3年理数科40名を対象に7月に実施したアンケートの回収率は90.0%【36人/40人】であった。 
 

１１１１    以下の以下の以下の以下の SSHSSHSSHSSH 事業について事業について事業について事業についてよかった点、改善したらよい点などを自由によかった点、改善したらよい点などを自由によかった点、改善したらよい点などを自由によかった点、改善したらよい点などを自由に書いてください。（書いてください。（書いてください。（書いてください。（2222 月）月）月）月）    
〔〔〔〔コスモサイエンスⅠコスモサイエンスⅠコスモサイエンスⅠコスモサイエンスⅠ〕〕〕〕    
○将来の仕事について学ぶことができた。 
○自分から進んで知ろうとしない限り分からない世界のことを学べる点が良かった。ただ時間通り

に終わってほしい。 
 
〔コスモサイエンスⅡ〕〔コスモサイエンスⅡ〕〔コスモサイエンスⅡ〕〔コスモサイエンスⅡ〕    

○少し時間が足りないときもあったが、物理化学が深く分かるようになってよかった。 

○教科書にあるような実験を実際に行う機会があったので良かった。 
    
〔サイエンス・イングリッシュ〕〔サイエンス・イングリッシュ〕〔サイエンス・イングリッシュ〕〔サイエンス・イングリッシュ〕 
○AI の発表で役に立つ英語表現を学べたことがよかった。 

○もっと ALTとの会話や、英語での発表が増えてもいいと思う。 
 
〔〔〔〔AIAIAIAI プロジェクト〕プロジェクト〕プロジェクト〕プロジェクト〕    

○テーマを決めるのは一番大事だと、研究をやっているときに改めて感じた。留学生に英語で伝えたり、

英語を聞き取るのはハードルが高かったけど、いろんな人と交流できてとてもいい経験になった。 

○英語を使えない状態でも、何とか使おうとすることで力がつくと思う。留学生との交流の場はあれば

あるほどいいと思う。 

 

〔人間科学〕〔人間科学〕〔人間科学〕〔人間科学〕    
○ディベートは実際にやっていて楽しかった。また、相手の話を最後まで聞き、その意図を理解するよ

うに努めるようになった。 
○自分たちの身の回りや、社会について考える機会があったのがよかった。    

 
２２２２    高校に入学してからこれまでの間で、（将来についての）志について考えたことはありま高校に入学してからこれまでの間で、（将来についての）志について考えたことはありま高校に入学してからこれまでの間で、（将来についての）志について考えたことはありま高校に入学してからこれまでの間で、（将来についての）志について考えたことはありますか。すか。すか。すか。
ある場合は、いつ、どのような場面でどんな風に考えある場合は、いつ、どのような場面でどんな風に考えある場合は、いつ、どのような場面でどんな風に考えある場合は、いつ、どのような場面でどんな風に考えたかたかたかたかできできできできるだけ具体的に書いてください。るだけ具体的に書いてください。るだけ具体的に書いてください。るだけ具体的に書いてください。    

○卒業生と語る会や様々な講演など先輩の話を聞くと将来の希望が見える。 

○つくばサイエンスツアーで物質・材料研究機構が面白かったので、将来そういった関係の職に就

きたい。 

○講演を聴いている時に、活躍している人の姿を見てあこがれた。 

○地学オリンピックに出場した頃ぐらいから防災関係の分野に興味をもった。 

○高１のときに金沢大学のガンの講義や免疫に関する講義をうけて医療のことに関心をもった。 

 

保護者アンケート集計結果（注）表中の数字は人数を表す 

 
3 年理数科保護者 40 名を対象として 1 月に実施した。回収率は 88.9%(32 人/36 人)であった。 

    
１１１１    学校設定学校設定学校設定学校設定科目および野外実習についての評価（大変良かった科目および野外実習についての評価（大変良かった科目および野外実習についての評価（大変良かった科目および野外実習についての評価（大変良かった、良かった、あまりよくなかった、、良かった、あまりよくなかった、、良かった、あまりよくなかった、、良かった、あまりよくなかった、
よくなかった、わからない）をよくなかった、わからない）をよくなかった、わからない）をよくなかった、わからない）を記入してください。記入してください。記入してください。記入してください。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

大変よかった, 

11, 31%

よかった, 

16, 46%

あまりよくな

かった, 1, 3%

よくなかった, 

0, 0%

わからない, 7, 

20%

コスモサイエンスⅠ

大変よかった, 

11, 31%

よかった, 13, 

37%

あまりよくな

かった, 2, 6%

よくなかった, 

0, 0%

わからない, 9, 

26%

コスモサイエンスⅡ

大変よかった, 

23, 66%

よかった, 12, 

34%

あまりよくな

かった, 0, 0%

よくなかった, 

0, 0% わからない, 0, 

0%

白山野外実習

大変よかった, 

25, 71%

よかった, 10, 

29%

あまりよくな

かった, 0, 0%

よくなかった, 

0, 0%

わからない, 0, 

0%

サイエンスツアー
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２２２２    ３３３３年間の年間の年間の年間の SSHSSHSSHSSH 事業についてよ事業についてよ事業についてよ事業についてよかった点や改善点かった点や改善点かった点や改善点かった点や改善点を自由にお書きください。を自由にお書きください。を自由にお書きください。を自由にお書きください。    

○白山野外実習、海外研修など体験型学習が子どもにとって精神的にも一回り大きくしてくれた経

験だったように感じる。海外研修やAIプロジェクトでは外国の学生の方々とも交流出来た様で、

英語力・国際力を養うことが出来たのではないかと思う。様々な体験が子どもの人生を豊かにし

て頂いたと思う。これからも是非続けていって頂きたいです。 

○一般的な知識の習得ではなく、一つ先の大学、社会、世界へと視野を広げる機会に恵まれとても

良い事業だと思います。学習の場を校内にとどまらず広い世界におくことで、同じことを学ぶに

してもより深い多角的な理解を得ることができるでしょうし、出会う事の出来た多くの先生方も

幅広く、これからの未来を創る子供たちに広い世界の扉を開いてくれたと思います。又、サイエ

ンス・イングリッシュはこれから社会に出て必ず必要になること。それを学ぶ事ができて本当に

良かったと思います。総合的に、受け身の勉強ではなく、自分で考え行動する力はを養うことが

できたのではと思います。 

○米国研修の発表で、生徒達が自由な発想で貴重な体験をしてきたことはたいへん良かった。AIプ

ロジェクトの発表（課題研究）が丁寧に計画・実行してあり、発表もしっかりとしていて面白か

った。 

 

Ⅳ 運営指導委員会等 

(1) 石川県 SSH 運営指導委員会 

①第 1回 

ア 日 時  平成 28 年 8月 22日(月) 13:30～15:00 

イ 場 所  石川県立金沢泉丘高等学校（大会議室） 
ウ 出席者  （敬称略） 
 運営指導委員 

大塚浩史（金沢大学教授）、源 利成（金沢大学がん進展制御研究所教授） 
杉森公一（金沢大学大学教育・開発支援センター准教授）、井田次郎（金沢工業大学教授） 
沢田 学（中村留精密工業株式会社取締役技術本部長） 
田村敏和（石川県小中学校校長会 中学部会会長【白山市立松任中学校 校長】)  

   
石川県教育委員会 
 北島公之（石川県教育委員会事務局学校指導課 課参事） 
寺岸俊哉（石川県教育委員会事務局学校指導課 指導主事） 
 

 金沢泉丘高等学校 
宮﨑栄治（校長）、江尻祐子（副校長）、正村泉一（教頭） 
米口一彦（教諭、SSH推進室主任）、島村千佳（教諭、SSH推進室副主任）、前田 学（教諭） 
西岡 登（教諭）、谷畑 響（教諭）、近岡岳則（教諭）、南陽利志（教諭） 
仙座 剛（実習助手）、村上智美（臨時任用実習助手） 

以上 20 名出席 
エ 協議内容 

《協議内容》 （司会）江尻副校長 

1. 北島公之課参事挨拶 

2. 学校長挨拶 

3. SSH４期目の取組について（米口：パワーポイント等使用） 

○資料説明 

（資料１）第３期までの成果         （資料２）第４期で取り組むもの 

（資料３）効果的な評価法とその活用法について（資料４）第１～３期で目指したもの 

（資料５）生徒の活動の様子         （資料６）平成２７年度 SSH 事業一覧 

（資料７）コンテスト等の参加者について   （資料８）平成２８年度について 
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  ○協議（司会 沢田 学氏） 

司会 SSH４期目の取組について室長より説明する。 

米口 資料を参照しながら説明する。 

       

○指導・助言 

   沢田委員 

    SSH４期目の取組について確認しておきたいことはないか？ 

①高い志取り組みについて 

   杉森委員 

    「校訓」との関係性をはっきりさせればいいのでは。単にｱﾝｹｰﾄではなくて、もっと深く。イ

ンタビューで長期に行うのがいいのではないだろうか。また、先生方の高い志が問われる。 

   米口 

志については資料２をご参照いただきたい。何かを成し遂げたいという気持ちが志であり、生

徒は持っているので、それをどう表に出させるかがポイントになる。 

前田 

高い志は測りにくい。勉強を入試のためでなく、もっと先を見て学んでいく生徒を育てたい。 

    理数科１年は今年キックオフイベントで自分の夢を語り合う時間を設けた。ペーパーテストで

はなくこのような生徒が心の中で思っていることを表に出して共有できるようにしていけた

らと思う。 

   井田 

ルーブリックを作って見つけていく方法もあるが、「心身一如」を心の片隅に持って卒業して

ほしい。「源流にふれる」いい講師を積極的に呼ぶべき。iStudio について、器はよい。どう活

用していくか中身を考えていくことがこれからの課題となるのでは。生徒から生徒に伝えられ

続いていくような活動が続くと良いと思う。（ロボコンのような） 

   大塚 

「高い志」は抽象的で生徒にはピンとこないのでは？人から言われるより他人の姿を見て学ん

でいくというのはどうだろうか。先輩、卒業生、若手研究者など、色々な層の人の話を聞くこ

とは良いと思う。また、進む道のスタートラインを示してはどうか。 

源 

４０人の理数科生徒がいて、それぞれの志がある。志というものは創り出すものではないので

は？現実的には…志を持っている生徒が発表する機会をもつと、持っていない生徒への刺激に

なる。持っている人を核にした取り組みを展開してはどうか。 

宇梶 

泉卒業生は他の高校の卒業生と違いしっかりしていると感じる。高い志は一言では言えないが、

伝統があるのでは。もともと持っている生徒もいるがそうでない生徒には高いところに触れる

「種」を広く蒔いておく、という考え方もあるのでは。卒業生などフィードバックができる素

養はあると思う。そこは「継続」が生きてくる。 

沢田 

高い志、ややもすると「オリンピックに出る」というようなこと、と理解される。「歴史」を

学ぶこと、歴史がお手本になるのではないかと思う。例えば、坂本龍馬など。歴史を教えるこ

とも大切ではないか。 

    フィードバックという観点から話すと、社会に出ている理数科の卒業生に声をかけてみてはど

うか。委員の先生方の周りにもいるのではないかと思う。 

宇梶 

課題研究を広げるに関して、ポスター発表を英語で実施しているが、発表はゴールではない。    

研究期間が伸びたことを研究を深めることに使ってほしい。 

②ルーブリックについて 

杉森 

昨年大学の方に来ていただいて、３種類のルーブリックについて話し合いをした。 

（短期ルーブリック→資料１１）プロジェクト活動について、その時に自己評価して教員が評

価する。「課題」ルーブリックと言っていい。段階が５くらいまででいいのでは。記述をさせ

るのもいいと思う。ルーブリックは採点のために使う。 

（長期ルーブリック 資料１０）探求科目では使えるが教科のある単元に使うのは難しい。     

普通科にどのように広げていくのかが課題となる。 
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前田 

短期ルーブリックの使い方としては、これだけで評価をするわけではない。成果物だけで評価

するのではなく、生徒同士の評価、教員（複数）の評価をしている。その班を指導している先

生は評価しないことで、評価が偏らないように気をつけている。また、翌日返すようにしてい

る。長期ルーブリックは４段階をこまかくして８段階で評価する。理数科は黄色いところまで

目指し、普通科は緑のところまで、と目指すところを変えている。 

北島 

ルーブリックの使い方についての質問だが、資料１０について、例えば生徒が「自分は２やな」

と思っても先生が見たら「４」である、ということはある。そのときどうするのか？ 

前田 

生徒も先生もルーブリックに慣れていない。理数科の生徒自身があるので、４月は高い評価を

付けたりする。どういう段階、どういう文言がいいのか様子をみながら開発中である。今後、

生徒の成果物などを使って具体例を示せればいいと思う。 

井田 

KIT と JAIST の共同プロジェクトではルーブリックを使っている。ルーブリック作成につい

ては、色々な会社の人にも来てもらって評価項目や段階を作った。軸は３つくらいあった。一

度来ていただければ担当者を紹介したい。 

大塚 

大学院生に見せても難しいルーブリックだ。高校生には「達成できた」と思える部分も必要で

はないか。「やわらかい」ルーブリックを作成してはどうか。 

   沢田委員 

    では、これらの意見を参考にして、がんばってほしい。 

 

4. 閉会の挨拶 学校長 
 

②第2回 
ア 日 時  平成 29年 2月 22日（水）13：00～14：30 
イ 場 所  石川県立金沢泉丘高等学校（大会議室） 
 
(2) SSH先進校視察 

 本校のSSH事業を充実させるため、SSH先進校の学校視察やSSH先進校の研究発表会等の視察を
行った。これらの事情調査内容を本校教職員に報告し、本校の事業の参考とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都道府県 学校種 視 察 先 調査日 担当者名 

石 川 県 県立 石川県立小松高等学校 H28.12.14 江尻祐子、米口一彦 

石 川 県 県立 石川県立七尾高等学校 H28.12.19 米口一彦 

京 都 府 市立 京都市立堀川高等学校 H29. 1.12 
江尻祐子、森 博之 
田中真治、米口一彦 
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Ⅴ 課題研究における北陸先端科学技術大学院大学との連携 

 

 

 

 


